
(57)【要約】

【課題】ライタを必要とせずに情報の書き込みが可能な

ＩＣカードを提供する。

【解決手段】ＩＣカード１１は、カード本体１２に内蔵

されたＩＣチップ１３、アンテナ１４および複数の回線

１５と、各回線１５の先端に接続された端子１６，１７

と、カード本体１２の表面に貼り付けられて端子１６，

１７を相互に導通させる導電性シール１８とを備える。

複数の導電性シール１８のうちの任意の導電性シール１

８を剥がすと、剥がした導電性シール１８に対応する回

線１５の導通が遮断され、ＩＣチップ１３は複数の回線

１５の導通遮断状態に応じた信号を読み取り機に送信す

るので、特別のライタを必要とせずに導電性シール１８

を剥がすだけで情報の書き込みが可能になって利便性が

大幅に向上する。

【選択図】　　　図２

JP 2005-38078 A 2005.2.10



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
カ ー ド 本 体 （ １ ２ ） に Ｉ Ｃ チ ッ プ （ １ ３ ） お よ び ア ン テ ナ （ １ ４ ） を 内 蔵 し 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ
（ １ ３ ） に 記 憶 さ れ た 情 報 を 読 み 取 り 機 に よ り 非 接 触 で 読 み 取 り 可 能 な Ｉ Ｃ カ ー ド に お い
て 、
カ ー ド 本 体 （ １ ２ ） の 表 面 に 備 え ら れ た 回 線 切 り 替 え 部 （ １ ６ ， １ ７ ） と 、
Ｉ Ｃ チ ッ プ （ １ ３ ） に 接 続 さ れ 、 回 線 切 り 替 え 部 （ １ ６ ， １ ７ ） の 切 り 替 え に よ り 導 通 遮
断 状 態 が 切 り 替 わ る 回 線 （ １ ５ ） と を 備 え 、
Ｉ Ｃ チ ッ プ （ １ ３ ） は 回 線 （ １ ５ ） の 導 通 遮 断 状 態 に 応 じ た 信 号 を 記 憶 さ れ た 情 報 と し て
読 み 取 り 機 に 送 信 可 能 な こ と を 特 徴 と す る Ｉ Ｃ カ ー ド 。
【 請 求 項 ２ 】
カ ー ド 本 体 （ １ ２ ） に Ｉ Ｃ チ ッ プ （ １ ３ ） お よ び ア ン テ ナ （ １ ４ ） を 内 蔵 し 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ
（ １ ３ ） に 記 憶 さ れ た 情 報 を 読 み 取 り 機 に よ り 非 接 触 で 読 み 取 り 可 能 な Ｉ Ｃ カ ー ド に お い
て 、
カ ー ド 本 体 （ １ ２ ） の 表 面 に 貼 ら れ た 導 電 性 シ ー ル （ １ ８ ） と 、
Ｉ Ｃ チ ッ プ （ １ ３ ） に 接 続 さ れ 、 導 電 性 シ ー ル （ １ ８ ） を 剥 が す こ と で 導 通 が 遮 断 さ れ る
回 線 （ １ ５ ） と を 備 え 、
Ｉ Ｃ チ ッ プ （ １ ３ ） は 回 線 （ １ ５ ） の 導 通 遮 断 状 態 に 応 じ た 信 号 を 記 憶 さ れ た 情 報 と し て
読 み 取 り 機 に 送 信 可 能 な こ と を 特 徴 と す る Ｉ Ｃ カ ー ド 。
【 請 求 項 ３ 】
カ ー ド 本 体 （ １ ２ ） に Ｉ Ｃ チ ッ プ （ １ ３ ） お よ び ア ン テ ナ （ １ ４ ） を 内 蔵 し 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ
（ １ ３ ） に 記 憶 さ れ た 情 報 を 読 み 取 り 機 に よ り 非 接 触 で 読 み 取 り 可 能 な Ｉ Ｃ カ ー ド に お い
て 、
カ ー ド 本 体 （ １ ２ ） の 表 面 に 貼 ら れ た 複 数 の 導 電 性 シ ー ル （ １ ８ ） と 、
Ｉ Ｃ チ ッ プ （ １ ３ ） に 接 続 さ れ 、 導 電 性 シ ー ル （ １ ８ ） を 剥 が す こ と で 導 通 が 遮 断 さ れ る
複 数 の 回 線 （ １ ５ ） と を 備 え 、
Ｉ Ｃ チ ッ プ （ １ ３ ） は 複 数 の 回 線 （ １ ５ ） の 導 通 遮 断 状 態 に 応 じ た 信 号 を 記 憶 さ れ た 情 報
と し て 読 み 取 り 機 に 送 信 可 能 な こ と を 特 徴 と す る Ｉ Ｃ カ ー ド 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 カ ー ド 本 体 に Ｉ Ｃ チ ッ プ お よ び ア ン テ ナ を 内 蔵 し 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ に 記 憶 さ れ た 情
報 を 読 み 取 り 機 に よ り 非 接 触 で 読 み 取 り 可 能 な Ｉ Ｃ カ ー ド に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
非 接 触 式 の リ ー ダ ア ン ド ラ イ タ を 用 い て 情 報 の 読 み 取 り お よ び 書 き 込 み が 可 能 な Ｉ Ｃ カ ー
ド や Ｉ Ｃ タ グ が 、 下 記 特 許 文 献 １ お よ び 下 記 特 許 文 献 ２ に よ り 公 知 で あ る 。 こ の 種 の Ｉ Ｃ
カ ー ド や Ｉ Ｃ タ グ は 、 そ の Ｉ Ｃ チ ッ プ の 内 部 に 情 報 の 書 き 込 み お よ び 読 み 出 し が 可 能 な Ｒ
Ａ Ｍ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ３ － ８ ５ ５ ０ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ５ １ ６ ８ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 従 来 の Ｉ Ｃ カ ー ド や Ｉ Ｃ タ グ は 情 報 の 書 き 込 み に 専 用 の ラ イ タ が 必 要 で あ っ た
た め 、 情 報 の 書 き 込 み を 簡 便 に 行 え な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 前 述 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 ラ イ タ を 必 要 と せ ず に 情 報 の 書 き 込 み が 可
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能 な Ｉ Ｃ カ ー ド を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 発 明 に よ れ ば 、 カ ー ド 本 体 に Ｉ Ｃ チ ッ
プ お よ び ア ン テ ナ を 内 蔵 し 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ に 記 憶 さ れ た 情 報 を 読 み 取 り 機 に よ り 非 接 触 で 読
み 取 り 可 能 な Ｉ Ｃ カ ー ド に お い て 、 カ ー ド 本 体 の 表 面 に 備 え ら れ た 回 線 切 り 替 え 部 と 、 Ｉ
Ｃ チ ッ プ に 接 続 さ れ 、 回 線 切 り 替 え 部 の 切 り 替 え に よ り 導 通 遮 断 状 態 が 切 り 替 わ る 回 線 と
を 備 え 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ は 回 線 の 導 通 遮 断 状 態 に 応 じ た 信 号 を 記 憶 さ れ た 情 報 と し て 読 み 取 り
機 に 送 信 可 能 な こ と を 特 徴 と す る Ｉ Ｃ カ ー ド が 提 案 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 カ ー ド 本 体 の 表 面 に 備 え ら れ た 回 線 切 り 替 え 部 の 切 り 替 え に よ り 回 線
の 導 通 遮 断 状 態 が 切 り 替 え ら れ 、 カ ー ド 本 体 に 内 蔵 さ れ た Ｉ Ｃ チ ッ プ は 回 線 の 導 通 遮 断 状
態 に 応 じ た 信 号 を 読 み 取 り 機 に 送 信 す る の で 、 特 別 の ラ イ タ を 必 要 と せ ず に 情 報 の 書 き 込
み が 可 能 に な っ て 利 便 性 が 大 幅 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 発 明 に よ れ ば 、 カ ー ド 本 体 に Ｉ Ｃ チ ッ プ お よ び ア ン テ ナ を 内 蔵
し 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ に 記 憶 さ れ た 情 報 を 読 み 取 り 機 に よ り 非 接 触 で 読 み 取 り 可 能 な Ｉ Ｃ カ ー ド
に お い て 、 カ ー ド 本 体 の 表 面 に 貼 ら れ た 導 電 性 シ ー ル と 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ に 接 続 さ れ 、 導 電 性
シ ー ル を 剥 が す こ と で 導 通 が 遮 断 さ れ る 回 線 と を 備 え 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ は 回 線 の 導 通 遮 断 状 態
に 応 じ た 信 号 を 記 憶 さ れ た 情 報 と し て 読 み 取 り 機 に 送 信 可 能 な こ と を 特 徴 と す る Ｉ Ｃ カ ー
ド が 提 案 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 カ ー ド 本 体 の 表 面 に 貼 ら れ た 導 電 性 シ ー ル を 剥 が す か 否 か に 応 じ て 回
線 の 導 通 遮 断 状 態 が 切 り 替 え ら れ 、 カ ー ド 本 体 に 内 蔵 さ れ た Ｉ Ｃ チ ッ プ は 回 線 の 導 通 遮 断
状 態 に 応 じ た 信 号 を 読 み 取 り 機 に 送 信 す る の で 、 特 別 の ラ イ タ を 必 要 と せ ず に 導 電 性 シ ー
ル を 剥 が す だ け で 情 報 の 書 き 込 み が 可 能 に な っ て 利 便 性 が 大 幅 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 発 明 に よ れ ば 、 カ ー ド 本 体 に Ｉ Ｃ チ ッ プ お よ び ア ン テ ナ を 内 蔵
し 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ に 記 憶 さ れ た 情 報 を 読 み 取 り 機 に よ り 非 接 触 で 読 み 取 り 可 能 な Ｉ Ｃ カ ー ド
に お い て 、 カ ー ド 本 体 の 表 面 に 貼 ら れ た 複 数 の 導 電 性 シ ー ル と 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ に 接 続 さ れ 、
導 電 性 シ ー ル を 剥 が す こ と で 導 通 が 遮 断 さ れ る 複 数 の 回 線 と を 備 え 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ は 複 数 の
回 線 の 導 通 遮 断 状 態 に 応 じ た 信 号 を 記 憶 さ れ た 情 報 と て 読 み 取 り 機 に 送 信 可 能 な こ と を 特
徴 と す る Ｉ Ｃ カ ー ド が 提 案 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 カ ー ド 本 体 の 表 面 に 貼 ら れ た 複 数 の 導 電 性 シ ー ル の う ち の 任 意 の 導 電
性 シ ー ル を 剥 が す と 、 剥 が し た 導 電 性 シ ー ル に 対 応 す る 回 線 の 導 通 が 遮 断 さ れ 、 カ ー ド 本
体 に 内 蔵 さ れ た Ｉ Ｃ チ ッ プ は 複 数 の 回 線 の 導 通 遮 断 状 態 に 応 じ た 信 号 を 読 み 取 り 機 に 送 信
す る の で 、 特 別 の ラ イ タ を 必 要 と せ ず に 導 電 性 シ ー ル を 剥 が す だ け で 情 報 の 書 き 込 み が 可
能 に な っ て 利 便 性 が 大 幅 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
尚 、 実 施 例 の 電 極 １ ６ ， １ ７ は 本 発 明 の 回 線 切 り 替 え 部 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 添 付 図 面 に 示 し た 本 発 明 の 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ ～ 図 ３ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 示 す も の で 、 図 １ は Ｉ Ｃ カ ー ド の 正 面 図 、 図 ２ は Ｉ Ｃ
カ ー ド の 表 皮 を 取 り 除 い た 状 態 を 示 す 図 、 図 ３ は Ｉ Ｃ カ ー ド の 導 電 性 シ ー ル を 剥 が し た 状
態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 Ｉ Ｃ カ ー ド １ １ は 合 成 樹 脂 で 長 方 形 の 板 状 に 形 成 し た カ ー
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ド 本 体 １ ２ を 備 え て お り 、 そ の 内 部 に Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｉ ／ Ｏ 等 を 含 む Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ３ と
、 外 部 の 読 み 取 り 機 と の 間 で 無 線 通 信 を 行 う ア ン テ ナ １ ４ と 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ３ に 連 な る 複
数 （ 実 施 例 で は １ ０ 個 ） の 回 線 １ ５ … と が 埋 め 込 ま れ る 。 各 々 の 回 線 １ ５ の 先 端 に は 、 相
互 に 隣 接 し て カ ー ド 本 体 １ ２ の 表 面 に 露 出 す る 一 対 の 電 極 １ ６ ， １ ７ が 接 続 さ れ る 。 カ ー
ド 本 体 １ ２ の 表 面 に は １ ０ 枚 の 導 電 性 シ ー ル １ ８ … が 粘 着 剤 に よ り 貼 り 付 け ら れ て お り 、
各 導 電 性 シ ー ル １ ８ に よ っ て 対 を 成 す 電 極 １ ６ ， １ ７ が 電 気 的 に 導 通 す る 。 導 電 性 シ ー ル
１ ８ … は 、 例 え ば ア ル ミ 箔 の よ う な 導 電 性 材 料 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
一 対 の 電 極 １ ６ ， １ ７ が 導 通 す る と き に Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ３ に 入 力 さ れ る 信 号 を 「 １ 」 と し 、
一 対 の 電 極 １ ６ ， １ ７ が 導 通 し な い と き に Ｉ Ｃ チ ッ プ １ ３ に 入 力 さ れ る 信 号 を 「 ０ 」 と す
る と 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 １ ０ 枚 の 導 電 性 シ ー ル １ ８ … が 全 て 貼 り 付 け ら れ た 状 態
の 信 号 は 、 「 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ 」 と な る 。 ま た 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 １ ０ 枚 の 導
電 性 シ ー ル １ ８ … の う ち の ３ 枚 目 お よ び ６ 枚 目 の 導 電 性 シ ー ル １ ８ ， １ ８ を 剥 が し た 状 態
の 信 号 は 、 「 １ １ ０ １ １ ０ １ １ １ １ 」 と な る 。 ま た 図 ３ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 １ ０ 枚 の 導
電 性 シ ー ル １ ８ … の う ち の １ 枚 目 、 ８ 枚 目 お よ び ９ 枚 目 の 導 電 性 シ ー ル １ ８ ， １ ８ ， １ ８
を 剥 が し た 状 態 の 信 号 は 、 「 ０ １ １ １ １ １ １ ０ ０ １ 」 と な る 。 こ の よ う に 、 １ ０ 枚 の 導 電
性 シ ー ル １ ８ … う ち の 任 意 の も の を 剥 が す こ と に よ り 、 １ ０ ビ ッ ト 、 即 ち １ ０ ２ ４ 通 り の
情 報 を 記 憶 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 本 実 施 例 の 電 極 １ ６ … ， １ ７ … お よ び 導 電 性 シ ー
ル １ ８ … は 、 情 報 の 書 き 込 み お よ び 読 み 出 し が 可 能 な 、 簡 便 な Ｒ Ａ Ｍ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
し か し て 、 こ の Ｉ Ｃ カ ー ド １ １ を 読 み 取 り 機 に 接 近 さ せ る こ と で 、 ア ン テ ナ １ ４ を 介 し て
無 線 で 通 信 を 行 い 、 導 電 性 シ ー ル １ ８ … の 貼 付 状 態 に 応 じ た 情 報 を 非 接 触 で 読 み 取 る こ と
が で き る 。 こ の よ う に 、 特 別 の ラ イ タ を 必 要 と せ ず に 、 導 電 性 シ ー ル １ ８ … を 剥 が す だ け
で Ｉ Ｃ カ ー ド １ １ へ の 情 報 の 書 き 込 み が 可 能 に な る た め 、 利 便 性 が 大 幅 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の Ｉ Ｃ カ ー ド １ １ を 用 い れ ば 、 同 じ 特 徴 を 持 つ も の ど う し の グ ル ー ピ ン グ 作 業 が 容 易 に
な る 。 例 え ば 、 工 場 で 完 成 し た 車 両 の 完 成 検 査 を 行 う 際 に 、 塗 装 に 不 良 個 所 が あ っ た 車 両
に は １ 枚 目 、 ５ 枚 目 お よ び ８ 枚 目 の 導 電 性 シ ー ル １ ８ … を 剥 が し た Ｉ Ｃ カ ー ド １ １ を 取 り
付 け 、 ま た 部 品 の 接 合 部 に 隙 間 に 不 良 個 所 が あ っ た 車 両 に は ３ 枚 目 、 ６ 枚 目 お よ び ８ 枚 目
の 導 電 性 シ ー ル １ ８ … を 剥 が し た Ｉ Ｃ カ ー ド １ １ を 取 り 付 け る よ う に す れ ば 、 携 帯 式 の リ
ー ダ で 各 々 の Ｉ Ｃ カ ー ド １ １ の 記 憶 内 容 を 読 み 取 る こ と で 、 同 じ 不 良 個 所 が あ っ た 車 両 を
容 易 に グ ル ー ピ ン グ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 家 族 連 れ で デ パ ー ト に 出 か け る と き に 、 家 族 の 各 々 の メ ン バ が 同 じ 導 電 性 シ ー ル １ ８
… を 剥 が し た Ｉ Ｃ カ ー ド １ １ を 所 持 し て お け ば 、 分 か れ て 単 独 行 動 す る 各 々 の メ ン バ が 自
分 の 所 在 位 置 に 最 も 近 い 端 末 の 読 み 取 り 機 に 自 分 の Ｉ Ｃ カ ー ド １ １ の 記 憶 内 容 を 読 み 込 ま
せ て お く こ と で 、 任 意 の 端 末 か ら 他 の メ ン バ の 所 在 位 置 を 瞬 時 に 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 図 ４ お よ び 図 ５ に 基 づ い て 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 １ 実 施 例 の Ｉ Ｃ カ ー ド １ １ は １ ０ 枚 の 導 電 性 シ ー ル １ ８ … を 備 え て い る が 、 第 ２ 実 施 例
の Ｉ Ｃ カ ー ド １ １ は １ 枚 の 導 電 性 シ ー ル １ ８ だ け を 備 え て い る 。 従 っ て 、 導 電 性 シ ー ル １
８ を 剥 が さ な い 状 態 と 、 導 電 性 シ ー ル １ ８ を 剥 が し た 状 態 と で 、 「 １ 」 お よ び 「 ０ 」 の ２
種 類 の 信 号 を 記 憶 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 こ の Ｉ Ｃ カ ー ド １ １ を 作 業 指 示 書 に 設 け て
お き 、 作 業 が 終 わ っ た と き に 導 電 性 シ ー ル １ ８ を 剥 が す と 、 作 業 完 了 の 情 報 を 読 み 取 り 機
に 自 動 的 に 出 力 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 設 計 変
更 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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例 え ば 、 実 施 例 の Ｉ Ｃ カ ー ド １ １ は １ ０ 枚 あ る い は １ 枚 の 導 電 性 シ ー ル １ ８ … を 備 え て い
る が 、 導 電 性 シ ー ル １ ８ … の 枚 数 は 任 意 で あ り 、 そ の 枚 数 を 増 加 さ せ る 程 記 憶 可 能 な 情 報
量 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 一 般 に Ｉ Ｃ カ ー ド は 薄 手 の も の を 指 し 、 Ｉ Ｃ タ グ は 厚 手 の も の を 指 す が 、 本 発 明 で い
う Ｉ Ｃ カ ー ド １ １ は 、 薄 手 の も の に 限 定 さ れ ず に 厚 手 の も の を 含 む も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 導 電 性 シ ー ル １ ８ は 全 体 を 導 電 性 材 料 で 構 成 す る 必 要 は な く 、 電 極 １ ６ ， １ ７ に 接 触
し て 導 通 さ せ る 部 分 だ け を 導 電 性 材 料 で 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 実 施 例 で は 導 電 性 シ ー ル １ ８ を 剥 が す こ と で 情 報 を 記 憶 さ せ て い る が 、 逆 に 導 電 性 シ
ー ル １ ８ を 貼 る こ と で 情 報 を 記 憶 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 導 電 性 シ ー ル １ ８ を 用 い る 代 わ り に 、 導 電 性 の ペ ン で 電 極 １ ５ ， １ ６ 間 に 線 を 引 い て
回 線 １ ５ を 導 通 状 態 に し た り 、 回 線 １ ５ の 一 部 を 鋏 等 で 切 断 し て 導 通 を 遮 断 し た り 、 簡 易
な ス イ ッ チ で 回 線 １ ５ の 導 通 遮 断 状 態 を 切 り 替 え る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 発 明 に よ れ ば 、 カ ー ド 本 体 の 表 面 に 備 え ら れ た 回 線 切
り 替 え 部 の 切 り 替 え に よ り 回 線 の 導 通 遮 断 状 態 が 切 り 替 え ら れ 、 カ ー ド 本 体 に 内 蔵 さ れ た
Ｉ Ｃ チ ッ プ は 回 線 の 導 通 遮 断 状 態 に 応 じ た 信 号 を 読 み 取 り 機 に 送 信 す る の で 、 特 別 の ラ イ
タ を 必 要 と せ ず に 情 報 の 書 き 込 み が 可 能 に な っ て 利 便 性 が 大 幅 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 発 明 に よ れ ば 、 カ ー ド 本 体 の 表 面 に 貼 ら れ た 導 電 性 シ ー ル を 剥
が す か 否 か に 応 じ て 回 線 の 導 通 遮 断 状 態 が 切 り 替 え ら れ 、 カ ー ド 本 体 に 内 蔵 さ れ た Ｉ Ｃ チ
ッ プ は 回 線 の 導 通 遮 断 状 態 に 応 じ た 信 号 を 読 み 取 り 機 に 送 信 す る の で 、 特 別 の ラ イ タ を 必
要 と せ ず に 導 電 性 シ ー ル を 剥 が す だ け で 情 報 の 書 き 込 み が 可 能 に な っ て 利 便 性 が 大 幅 に 向
上 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 発 明 に よ れ ば 、 カ ー ド 本 体 の 表 面 に 貼 ら れ た 複 数 の 導 電 性 シ ー
ル の う ち の 任 意 の 導 電 性 シ ー ル を 剥 が す と 、 剥 が し た 導 電 性 シ ー ル に 対 応 す る 回 線 の 導 通
が 遮 断 さ れ 、 カ ー ド 本 体 に 内 蔵 さ れ た Ｉ Ｃ チ ッ プ は 複 数 の 回 線 の 導 通 遮 断 状 態 に 応 じ た 信
号 を 読 み 取 り 機 に 送 信 す る の で 、 特 別 の ラ イ タ を 必 要 と せ ず に 導 電 性 シ ー ル を 剥 が す だ け
で 情 報 の 書 き 込 み が 可 能 に な っ て 利 便 性 が 大 幅 に 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 Ｉ Ｃ カ ー ド の 正 面 図
【 図 ２ 】 Ｉ Ｃ カ ー ド の 表 皮 を 取 り 除 い た 状 態 を 示 す 図
【 図 ３ 】 Ｉ Ｃ カ ー ド の 導 電 性 シ ー ル を 剥 が し た 状 態 を 示 す 図
【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 例 に 係 る Ｉ Ｃ カ ー ド の 正 面 図
【 図 ５ 】 Ｉ Ｃ カ ー ド の 導 電 性 シ ー ル を 剥 が し た 状 態 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ２ 　 　 　 　 カ ー ド 本 体
１ ３ 　 　 　 　 Ｉ Ｃ チ ッ プ
１ ４ 　 　 　 　 ア ン テ ナ
１ ５ 　 　 　 　 回 線
１ ６ 　 　 　 　 電 極 （ 回 線 切 り 替 え 部 ）
１ ７ 　 　 　 　 電 極 （ 回 線 切 り 替 え 部 ）
１ ８ 　 　 　 　 導 電 性 シ ー ル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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